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（1）対象地域 

福島県飯館村の除染した水田圃場 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

表層剥ぎ取りで除染した水田で生育した玄米中のセシウム濃度は許容基準値の 2%で留まり，灌漑水中の

セシウムからの玄米への影響は限定的であると言える． 

 

（2）流出挙動・経路 

・灌漑水中の放射性セシウムの 85%は水田圃場内に停留する． 

・圃場からの放射性セシウムの排出量は，灌漑水や大気から圃場への流入量に対して 13%であった． 

・移行係数（玄米中の放射性セシウム濃度／土壌中の放射性セシウム濃度）は 0.0015-0.0068 であった． 

 

（3）除染の際の留意点 

剥ぎ取りによる物理的な除染だけでなく，交換性カリウムの投与も追加的に実施すると効果的である． 

 

（4）担当者のコメント 

・除染後の水田での営農指針を決定する上で非常に貴重なデータと思われる．1 作期内での評価だけでな

く，作期を跨いで，長期間のモニタリングが望まれる． 

・セシウムのモデルの精度を向上させるために，森林，河川，水田などを網羅的，広域的な実地調査事例

の蓄積が望まれる． 


